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潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化
第
153
回

　
元
々
水
生
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
潮
来
は
、
ア
ヤ
メ
な
ど
湿
地
植
物
の
繁
茂
が
見
ら
れ
、
古

く
か
ら
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
。

　
先
の
世
界
大
戦
中
、
食
料
増
産
の
た
め
米
作
田
と
化
し
た
「
ア
ヤ
メ
園
」
は
、
昭
和
25
年
か

ら
復
活
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
こ
の
年
に
在
京
の
成
功
者
の
寄
付
に
よ
り
、
明
治
神
宮
菖

蒲
園
か
ら
花
菖
蒲
を
購
入
、
水
雲
橋
た
も
と
で
ア
ヤ
メ
園
へ
の
復
興
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
頃
に

は
、「
国
立
公
園
指
定
」を
目
指
し
、
地
元
に
期
成
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
国
会
へ
の
請
願
な
ど
の

運
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
運
動
と
並
行
し
て
菖
蒲
の
大
増
植
は
も
と
よ
り
、
柳
や
ポ
プ
ラ
、
桜

を
数
千
本
植
樹
す
る
な
ど
、
公
園
と
し
て
の
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
際
観
光
ホ
テ

ル
学
校
か
ら
講
師
を
招
き
、
観
光
業
従
事
者
の
研
修
を
行
う
な
ど
、
観
光
客
の
受
入
れ
体
制

整
備
に
も
力
を
注
い
だ
。

　
昭
和
30
年
代
に
バ
ス
観
光
が
盛
ん
に
な
り
、
潮
来
は
首
都
圏
か
ら
手
軽
に
行
け
る
観
光
地

と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
。
き
っ
か
け
の
一
つ
に
、
昭
和
30
年
、
水
辺
の
町
潮
来
を
舞
台
に
し
た

美
空
ひ
ば
り
主
演
映
画『
娘
船
頭
さ
ん
』の
公
開
が
あ
り
、
観
光
客
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
っ

た
。
昭
和
27
年
に
始
ま
っ
た「
あ
や
め
ま
つ
り
」も
規
模
を
拡
大
、
昭
和
34
年
3
月「
水
郷
国
定

公
園
」
と
し
て
全
国
20
番
目
の
指
定
を
受
け
る
と
、
こ
の
年
の
あ
や
め
ま
つ
り
は
国
定
公
園
指

定
記
念
行
事
を
盛
り
込
み
、
16
日
間
で
35
万
人
、
3
か
月
間
で
延
べ
１
０
０
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
た
と
い
う
。

　
観
光
客
向
け
に
行
わ
れ
る
、
娘
船
頭
さ
ん
と
し
て
昔
な
が
ら
の

姿
の
女
性
船
頭
が
、
潮
来
船
着
き
場
か
ら
常
陸
利
根
川
を
渡
り
、

対
岸
の
加
藤
洲
地
区
の
細
い
水
路
に
架
か
る
12
の
橋
を
観
光
田

舟
で
巡
る「
十
二
橋
め
ぐ
り
」は
、
水
郷
情
緒
を
満
喫
で
き
る
と
好

評
を
博
し
た
。
女
性
船
頭
が
巧
み
に
舟
を
操
る
姿
は
、
ア
ヤ
メ
と

と
も
に
水
郷
を
代
表
す
る
景
観
に
な
っ
た
。

　
初
代
が
昭
和
10
年
に
架
橋
さ
れ
た
水
雲
橋
は
、
水
郷
潮
来
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
長
ら
く
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
昭
和
46
年
、
前

川
の
治
水
対
策
と
し
て
前
川
水
門
橋
工
事
（
昭
和
48
年
完
成
）
が

着
工
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

惜
し
ん
で
水
雲
橋
の
再
建
に
乗
り
出
し
、
昭
和
51
年
遂
に
鉄
骨

ア
ー
チ
型
二
重
橋「
新
水
雲
橋
」が
誕
生
。
次
い
で
昭
和
30
年
代
に

架
橋
さ
れ
て
い
た
上
米
橋
・
ま
こ
も
橋
に
続
き
、
こ
の
こ
ろ
次
々

と
橋
が
架
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
昭
和
53
年
に
は
、
前
川
十
二
橋

を
め
ぐ
る
遊
覧
船
運
航
が
始
ま
り
、
現
在
に
続
い
て
い
る
。

　
【
参
考
文
献
】

　
植
田
俊
雄
監
修『
図
説
鹿
行
の
歴
史
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０
０
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郷
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出
版
）
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潮
来
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史
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６
）

　
日
高
昭
二『
利
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場
所
の
記
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０
２
０
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翰
林
書
房
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潮
来
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　
羽
生　
正
一
郎

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
霞
ヶ
浦
流
域
研
究
２
０
２
６
」が
大
盛
況

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然
第
93
回

　
２
月
上
旬
、
潮
来
市
内
は
強
烈
な
寒
波
と
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
と

は
少
し
ず
つ
春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の
野
外
調
査
が
は
じ
ま
る
前
の
3

月
7
日
、
茨
城
大
学
水
圏
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
霞
ヶ
浦
流
域
研
究
２
０
２
６
」が
、
レ
イ
ク
エ
コ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
流
域

な
ど
で
調
査
・
研
究
を
行
う
高
校
生
・
大
学
生
、
県
の
水
産
試
験
場
や
霞
ケ
浦
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
の
研
究
者
、市
民
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、最
新
の
成
果
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。

今
年
は
口
頭
発
表
7
題
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
14
題
で
、
70
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
発
表
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
霞
ヶ
浦
・
北
浦
の
水
質
の
長

期
的
変
化
、
水
質
と
気
候
変
動
と
の
関
係
を
解
析
し
た
も
の
。
霞
ヶ
浦
の
水
産
物
に
つ
い

て
は
、
夏
季
の
高
水
温
が
ワ
カ
サ
ギ
資
源
に
与
え
る
影
響
の
ほ
か
、
外
来
魚
ア
メ
リ
カ
ナ

マ
ズ（
写
真
）の
食
資
源
活
用
の
可
能
性
な
ど
。
外
来
植
物
や
在
来
植
物
の
分
布
・
生
育
状

況
、
湖
内
の
ユ
ス
リ
カ
群
集
動
態
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
、
湖
底
堆
積
物
の
特
性
、
ヨ
シ

帯
の
魚
類
相
の
効
率
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
法
、
オ
オ
タ
ナ
ゴ
や
ギ
バ
チ
、
ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ

リ
、
ボ
ウ
ズ
ハ
ゼ
な
ど
魚
類
の

生
態
・
生
活
史
、
茨
城
県
沿
岸

海
域
の
魚
類
相
、
福
島
県
の
帰

還
困
難
区
域
で
の
放
射
性
物
質

の
挙
動
な
ど
。
幅
広
い
世
代
と

研
究
分
野
の
方
々
が
集
ま
る
こ

と
で
、
情
報
交
換
の
時
間
は
た

い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
霞
ヶ
浦
流
域
の

生
徒
・
学
生
・
研
究
者
・
市
民

の
み
な
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
教
育
・
研

究
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　

    

茨
城
大
学
地
球
・
地
域
環
境
共
創
機
構
水
圏
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
誠
也
・
加
納
光
樹


